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　要旨 : 平成 21年度文部科学省教育協力拠点形成事業として、環境教育隊員等からの要望が特に

多かったコンポスト、地球温暖化、森の保全及び生物多様性という環境問題をテーマとし、1つの

モデルから多様な目的に活用できる ｢文字解説を極力おさえた素材 (紙芝居素材 )｣による教科横

断型教材を開発した。素材作成への考え方、教材としての組み立て方、活用方法、開発したコンポ

スト教材の学校および地域での利用例等を示した。

　キーワード : 教科横断型教材、紙芝居、素材クリップ、環境教育、JOCV

１．はじめに

　発展途上国においては、国連を始めとするさまざま

なドナーから数多くの教材が提供されているが、そ

の多くが「ある特定の地域」における「特定の教科」

に限定されたものである。JICA の青年海外協力隊

（JOCV) で派遣される隊員が教育プロジェクトを実施

する際、上記のような既存の教材は利用が難しい。特

に、環境教育分野は職種に限定されないプロジェクト

も多数実施されており、任地事情および職種を超えた

環境をテーマにした教科ないし領域横断型の教育教材

を開発し、隊員の実践活動に資する支援が強く求めら

れている。

　宮城教育大学は平成 18 年度から教育協力拠点形成

事業プロジェクトで ｢ 海外教育者に対する環境教育

実践指導と教育マテリアルの支援 ｣ を進め ( 村松，

2008)、これまでに蓄積した環境教育情報を活用し、

環境課題に取り組む隊員から特に要望の高かったコン

ポスト、地球温暖化、森の保全及び生物多様性に焦点

をあて、教材開発の指針および汎用性の高い紙芝居形

式の教科横断型教材の開発と組立て、利用方法をモデ

ル等で提示した。

２．教科横断型教材と開発の指針

　本教材はこれまでの調査活動に引き続き、隊員赴任

地におけるワークショップや隊員からの直接的な聞き

取り調査をもとに開発された、環境分野に関する教材

クリップ集である。

　通常、教科横断型教材とは、総合的学習等に活用

する教材のことを指すが、ここでは、1. 協力隊の職

種横断的に利用可能な教材、2. 世界中の多様な地域

で活動する、それぞれの協力隊に対応し、そして、3. 

異なった活動手法にも柔軟に対応できる教材のことを

指す。

　この教科横断型教材の最大の特徴としてあげられる

のが、「文字解説を極力おさえた素材」、すなわち紙芝

居素材でなりたっていることである。

　紙芝居と素材という 2つのキーワードをもとに、こ

の文字を含まない紙芝居素材集から、自由に抽出した

り、並べ替えたり、独自の写真素材を組み入れたりす

ることで、それぞれの任地状況、教育方針、方法に対
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応できる教材となり、隊員自らが自由に学習ストー

リーを作成できるように構成を工夫する。又、特定の

教科、あるいは特定の手法にのみ適用する単なる教材

ではなく、同じテーマであったとしても教材の配列、

あるいは素材の選定の仕方を理解することによって、

1 つのモデル教材を多様な目的において幅広く活用で

きるようにしたことも特徴の１つである。

　例えば、図 1に示すように理数科教育や小学校教育

等幅広い学校教育にも対応できる他、青少年活動、村

落開発、保健衛生といった啓発目的にも、さらに、農

業や自動車整備など工業的な実践活動をする隊員にも

十分に対応できると考えている。

　一方で、環境問題に多くみられる、ある応用性の高

いテーマに関しては、厳密なストーリーも作成した（い

わゆるストーリー的に完成された紙芝居教材、今回は

「森の保全」と ｢生物多様性 ｣がそれにあたる）。しか

し、これらも、「コンポスト」や「地球温暖化」の教

材集と同様、これらの素材集から隊員が自由に抽出し、

新たなストーリーを自分たちでも作成し、展開される

ことを到達の目標としている。

教材の活用手法

　この教材の活用方法としてあげられるものを以下に

示した (図 2、左から右の通り )。

１．隊員自らが自由に学習ストーリーをつくってお話

として活用

２．素材クリップを自由に組み合わせてフローチャー

ト、図などを作成して説明の際の資料として

３． 啓発的なメッセージ性のある素材を拡大してポス

ター用として活用

３．教材の種類

　現在、環境課題の中でも、特に隊員からの要望が強

かったコンポスト、地球温暖化、森の保全、そして生物

多様性に関する教育素材をテーマに教材開発を行った。

　どのテーマにおいても、自然科学から、社会学、生

活や暮らしの問題から保健衛生まで幅広い用途に柔軟

に対応できるように工夫している。図 3はコンポスト

の紙芝居教材の事例であり、以下、図 4地球温暖化、

図5森の保全、図6生物多様性の紙芝居教材の例である。

図 1. １つのモデル教材から対応できる協力隊の職種

図 2. 教材の活用手法例

図 3. コンポストの紙芝居教材

コンポスト
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４．紙芝居の作成手順 -コンポストを例にして

　学校教育における一般的な教材の流れとして、まず

教育課題の定義、目的、方法、そして展望の順で組み

立てられ、展開されることが効果的な授業を進めてい

く上で重要である。全体構成から基本ストーリーを立

案、項目ごとに小さなストーリーを作り上げ、これ

らを活動用途に応じて有機的につなげていくことによ

り、全体のバランスのとれた教材に作り上げていくこ

とが可能となる。コンポストに関するモデル教材 (図

3) では、テーマのコアとなる Introduction Story を軸

に、次のどのストーリー、あるいはアクティビティに

も展開できるよう構成されている。又、教育を行う上

で、対象年齢は何歳ぐらいか、対象の学習者は村に住

んでいるか、それとも都市部に住んでいるか等、学習

者を明確にすることが効果的な教材作成のポイントと

なる。

図 4. 地球温暖化の紙芝居教材 図 6. 生物多様性の紙芝居教材

図 7. 教材の構成

地球温暖化 生物多様性

図 5. 森の保全の紙芝居教材

森の保全
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５． 素材クリップの具体的な活用法 - コンポ

スト例にして

　本報告で開発した教材集は、図 8に示すように、そ

の素材クリップを抽出したり、並べ替えたりすること

で、同じ 1つのモデル教材を多様な目的において利用

する事ができる。ここでは、コンポストを例にあげて

説明する。まず、コンポストの教材を用いて 1. 学校

教育を目的にしたものと ( 図 9)、2. 啓発を目的とし

た学習ストーリーを例として作成した ( 図 10)。学校

教育においては、コンポストの教材から、『理科』、特

に「循環や食物連鎖」など生態学について学習できる

ように、又、一般の人々へ向けた啓発では、同じコン

ポストの教材から『ゴミ問題解決へ向けた取り組み』、

具体的には「ゴミの分別と回収」を目標に教材を利用

する事を目的としたものである。さらに効果的に利用

していく上で、各素材クリップの裏に書かれている解

説文やお話を参考にしたり、視覚的にインパクトの高

い「写真クリップ」を間に組み入れたりすることで、

より深みのある学習教材を構築していくことが可能と

なる。

図 8. コンポスト教材の利用法

図 9. コンポスト教材の利用法 -学習教育を目的

素材クリップ 学校教育を目的

 

みんなが食べた後の生ごみはどうな
るんだろう？？今日は「生ごみから
植物の栄養に変わっていく」お話を
しましょう。

みんなが食べた後の生ゴミ、実はこ
の中にはたくさんの栄養がぎっしり
つまっていて、これは植物の栄養に
もなるお話だよ。 

 

じゃあ、最初に、みんなのごみ箱を
のぞいてみようか？皆の台所からは
どんな生ゴミがでてきたかな？どん
な生ゴミを捨てたかな？バナナの皮、
ココナツの殻、魚の骨もあるね。　
じゃあ、これを栄養になるからって
ぽいって土に投げるだけで植物は大
きくなるのかな？？

 

植物は土の中にはっている「根」と
いうところから栄養をとっているん
だけど、生ゴミそのものだと、植物
はその栄養分をとることができない
んだ・・。やっぱり生ごみは栄養に
ならないのかな？

 

土の中をよ～～く見てご覧。土の中
には、数えきれないほどの「微生物」
という生き物がいて、この生き物が
生ゴミを食べているんだ。

 

. こうやって、どんどん、どんどん、
生ゴミは小さく小さくなっていって、
最後には皆の目には見えないくらい
に小さくなる。これを「分解」って
いうんだよ。

 

ここまで小さくなったときに初め
て、植物は生ごみからの栄養をとる
ことができて大きくなることができ
るんだ。つまり、生ごみは「微生
物」の力を借りて植物の栄養となり、
その植物からなる穀物や野菜や果物
をが、君たちの栄養となり、その食
べた後の生ゴミが微生物の栄養とな
り、・・とぐるぐる栄養は回っている
んだよ。これを「自然循環」ってい
うんだ。そして君たちは沢山の生き
物とつながって生きているんだね。
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図 10. コンポスト教材の利用法 -住民啓発を目的

６．おわりに

　今回の教科横断型教材は、派遣中 JOCV 教員への支

援教材として開発、作成されたものである。しかしな

がら、地域にとらわれない教材集として、派遣先だけ

ではなく、ここ日本での教育現場、あるいは地域にお

ける環境課題に関する学習教材としても十分に対応で

きると考えている。

　今後は紙芝居教材から発展できるアクティビティ集

を開発していく等、より一層の充実化を図っていきた

い。
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素材クリップ 住民啓発を目的

 

今回は「ごみの分別はどうして必要
なのか？」についてお話します。まず、
ごみの種類について考えてみましょ
う。皆さんが日頃捨てるごみはどの
ようなものですか？ 家庭から出る生
ごみの他、剪定された枝もあります
ね、他には空き缶や、乾電池、ガラ
スやプラスチックもありますね。 と
ころで、昔々、みなさんのご先祖様
は一体どんなふうにごみを捨ててい
たでしょう？そうですね、ポイって
そこら中に投げ捨てていました。そ
してそのゴミはいつの間にやら消え
ていました。どうしてでしょうか？

 

土の中には目に見えない沢山の生き
物がいて、それらが食べていたので
す。 

 

土の中には目に見えない沢山の生き
物がいて、それらが食べていたので
す。 

 

その生き物は、ご先祖様が投げ捨て
たごみをきれいに平らげ、そして植
物が生い茂り、植物は大いなる実り
をもたらし、ご先祖様はその実りを
いただき、自然は完全な調和で保た
れていました。

 

しかし。土の中の目に見えない沢山
の生き物たちは、空き缶だったり、
乾電池だったり、ガラスやプラスチッ
クだったりといった人工的につくら
れたものを食べることができないの
です。　食べ残したものはどうなる
でしょうか？　そうです。土に残っ
たまま、山積みされていく一方です。
又、いくつかのものは長い時間放置
したままですと有害な毒素が発生す
ることもあり、大変危険です。

 昔のように自然の大いなる恵みをこ
れからいただくためにも、人工的に
つくられたものと、自然からのもの
としっかり分別していきましょう。




